
    

セーフガードの先への備え

　セーフガード（緊急輸入制限）の暫定発動期間の終了期限である11月上旬まで２か月を残す

にすぎなくなった。輸入野菜増加の原因は業務用需要の増大，開発輸入等があげられ，その

背景には昭和一けた世代のリタイアに伴う深刻な担い手不足からの将来的な安定供給への不

安，内外価格差等が存在しており，これらが複合的に絡み合いながらすぐれて構造的な問題

を形成している。野菜輸入は当初，異常天候等による不作の一時補完的なものや，カボチャ

に代表されるような季節性の差異を利用したものが中心であったが，漬物等加工食品原料か

ら外食，中食，個食の進行に伴う業務用需要の増加へと変化・拡大してきた。

　こうした最近の変化をもたらしている大きな要因として家計消費の減少なり食事形態の変

化を指摘することができる。食品関連企業に対するアンケート調査等をみても国産ものへの

志向を持ちながらも，価格面等から輸入ものに依存せざるを得ないとする企業が相当数を占

めている。もちろん，家計消費も低価格の輸入野菜を選択するものも多いが，原産地表示の

徹底を求める声が強いこと等からもうかがわれるように国産ものに対するこだわりはまだま

だ強い。問題はその家計消費もこれまでの野菜・魚等，生（なま）の食材を購入してこれを家

庭で調理することから，惣菜等の出来合い，あるいは一次加工した食材パックでの購入が増

えるなど，簡便化志向によってその内容も変化し，結果的には食の外部依存度を増大させ，

野菜の自給率低下をも招いていることにある。しかしながら外食，中食等がこれほどまでに

浸透してきたのはまさにさまざまの社会的条件・環境の変化に伴うライフスタイルの変化に

よるものであって，この流れを逆転させることは現実的にはきわめて困難である。

　こうした中で国産野菜が一定の位置づけを獲得していくためには，相対的に国産志向の強

い家庭で調理する消費者のニーズにしっかり対応していく以外王道はない。すなわちコスト

低下はもちろんのこと，安定的に高品質で安全・安心なものを提供していくという基本に立

ち返ることに尽きる。ここで見逃すことができないのが輸入ものイコール低価格・低品質と

いう既成概念は必ずしもあたらなくなっているということである。例えば中国からの緑色食

品は日本への輸出をねらって取り組まれていると見るむきもある。確かにこれを輸入する商

社なり産地にそうした思惑があることは事実である。しかしながら中国農業も食料の過剰傾

向に伴い，90年代に入って量から質への転換がすすめられており，一方では所得の向上等に

よって消費者の安全性や表示に対する意識も急速に高まっており，これが質重視の生産を後

押ししている。日本への輸出のためだけではなくむしろ，中国の急速な経済発展等の過程で，

ある意味では必然的に発生している基本的流れの一環と理解すべきであり，緑色食品にとど

まらず生態農業等安全性・品質を重視した取組みの裾野が広まっている。セーフガードの行

方はさておいて，その先に自由競争が再開されることは必至であり，これを乗り越えていく

ためには我が国でもこれに負けないだけの地道な努力の積み重ねが求められる。

　鮮度が大きな武器の野菜生産にとって国内生産は，物理的距離が近く，顔と顔が見え，同

じ言葉で交流できる絶対的有利性が存在する。これをうまくつなぐ流通の見直しやIT活用の

前提条件としても一段の生産者努力が必要である。最近の産直なり青空市の活況を見るにつ

け，地産地消がキーワードであり，国内生産，必ずしも悲観するばかりではないと考える。

（（株)農林中金総合研究所取締役基礎研究部長　蔦谷栄一・つたやえいいち）
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